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  表１ 名詞句の文性 
ク語法 準体句
動詞文性 65 245








  （４）a.道で[サッカーをしている]のに話しける。【同一名詞連体】 
      b.今週、[サッカーする]のを楽しみにする。【同格連体】 
 
  表２ ク語法と準体句の名詞句の性質 
  
ク 語 法 準体句
0 44
393 396
同 一 名 詞 連 体 ( Ⅰ 型 )





























































































  （９）[竹取の翁といふ]ものありけり。 
 
        竹取の翁 
        芝刈りの翁 
  もの    浦島の翁       
        花咲かの翁     ありけり 
          ・ 








  （11）a.＊山田がパーティーに来たのがある。 
       b.山田がパーティーに来たことがある。 
 
        山田がパーティーに来た 
        山田がサッカーをした 
  こと    山田が映画を見た       
        山田が旅行をした      がある 
           ・ 
           ・ 











  （12）a.潮満てば入りぬる磯の草なれや見らく少なく恋ふらくの多き〈見良久少 戀良





















































莫七國〉                            （4・506） 
b.生きてあらば見まくも知らず〈生而有者 見巻毛不知〉なにしかも死なむよ妹






  表４ ク語法の第一前接語品詞 
動詞 形容詞 助動詞 総計
124 62 345 531  
  
 表５ ク語法の第一前接語が助動詞の場合 
ズ ム キ リ ケリ ケム ツ ヌ ス 総計
191 128 12 5 2 2 2 2 1 345  
 
表６ 準体句の第一前接語     表７ 連体句の第一前接語 
ズ ム その他 合計
7 12 211 230      
ズ ム その他 合計






















































































































































  （18）Aunque no me[a. quiere/b.quiera],¡què importa! 











  表８ ３名詞句体系その２ 
能格性 存在表現 仮想性
準体句 ＋ － －
ク語法 ＋ △ ＋
連体句 － ＋ －  
 


































恋フ 見ル 降ル 語ル 思フ 思ホユ 有リ 散ル 隠ル 告グ 解ク 寝 老ユ 取ル 聞ク 嘆ク 過グ 来 荒ル 偲フ 増サル 絶ユ 居リ 恋イ居リ 立ツ
35 10 5 5 4 4 3 3 3 3 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 1 1 1 1 1
 
為 争フ サ鳴ル 帰ス 伏セリ 申ス 繁ク 更ク 思ヒ暮ス 言フ 濡ラス 見ス 告ル 及ケリ 忍フ 緩ス 合フ 尽クス 通フ 暮ル 行ク サ寝 飼フ 賜ブ 総計







惜シ 繁シ 安シ 良シ 欲シ 恋シ 寒シ 清シ 憂シ 辛シ 痛シ 著シ 長シ 嫉シ 悲シ 嬉シ 暑シ 暗シ 静シ 悪シ 楚ナシ 総計








見ル 有リ 思フ 散ル 逢フ 知ル 言フ 懸ク 安シ ナリ 寝 恋フ 飽ク 問フ 経 無シ リ＋思フ 編ム 寝＋カツ 来
53 38 27 20 18 15 13 13 9 9 8 7 5 4 4 4 3 3 3 3
降ル 遠シ 別ル 明ク 為 干ル 堪フ 過グ 慰サム 会フ 荒ル 見ス 見ユ 待ツ 告グ 隔タル 言イ継グ 行ク 敷ク 翳ス
3 3 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 1 1
ラユ＋寝 語ル 置ク 乞フ ユ＋忘ル 更ク ズ＋寝 解ク ス＋遣フ ズ＋見ユ 入ル 開ク 並ブ 合フ 越ユ ズ＋遂グ ラユ＋忘ル 告ゲ遣ル 恋シ 咲ク
1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
枯ル 刈ル 祈ム 思ハフ 通フ 寒シ 付ク 止ム 聞ク 死ヌ 久シ 守ル 隠ル 拾フ 明カス 終フ 鳴ク 植ウ 過グ＋カツ 巻ク
1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
落ツ ズ＋知ル 呼ブ 吹ク 清シ 染ム 総計



















































   １ はじめに 
 
 上代語において名詞句を形成する形式には（１）a 連体句名詞句、（１）b 準体句、（１）
c ク語法の三つがある。次の（１）a～c の[  ]内の部分が名詞句であり、□で囲った部分
がその名詞句内の述語である。 
 




















































































表１ ク語法が目的格の述語動詞    
  
欲ル 思フ 知ル 見ル 忘ル 見ユ 総計
30 18 9 6 2 1 66  
 
表２ 準体句が目的格の述語動詞 
見ル 聞ク 思フ 置ク 知ル 待ツ 終フ 総計


















































































現 在 （ ５ ）
28
非 現 在 （ ６ ）
10








面影二三湯〉                        （4・754） 
b.中にを寝むと愛しくしが語らへばいつしかも人となり出でて悪しけくも良け
くも見むと〈安志家口毛与家久母見武登〉          （5・904） 




d.我がやどの尾花押しなべ置く露に手触れ我妹子落ちまくも見む〈落巻毛将        
見〉                                                 （10・2172） 





















































































者〉                                                  （10・1907） 






























































































































  表４ ク語法句内の述語の種類    
動詞 形容詞 助動詞 総計
124 62 345 531             
 
表５ ク語法句内の述語助動詞の種類 
ズ ム キ リ ケリ ケム ツ ヌ ス 総計





















































































































































































欲ル 思フ 知ル 見ル 忘ル 見ユ 総計
30 18 9 6 2 1 66  
 
表２ 準体句が目的格になる場合の主文述語 
46 3 3 2 2 2 1 59


































  表３－a 希求対象語彙別表（前半） 
対象語 見ル 見ス 目 子島 野島 若子 黒き色 我 命 雨 酒
用例数 56 1 8 1 1 1 1 1 1 1 1
小計
「見ル」類 名詞
57 16  
 
  表３－b 希求対象語彙別表（後半） 
長シ 着ル 懸ク 問フ 行ク 聞ク 守ル 染ム 寝 有リ 不定 総計






















  表４ 対象語彙別用例数（ク語法有り） 
対象語 見ル 見ス 懸ク 行ク 守ル 寝 染ム 聞ク 問フ 総計
用例数 43 1 2 1 1 1 1 1 1 52
小計 52
「見ル」類 その他活用語類
44 8  
   
表５ 対象語彙別用例数（ク語法無し） 
「見ル」類
対象語 見ル 目 子島 野島 若子 黒き色 我 命 雨 酒 長シ 着ル 有リ 不定 総計
用例数 13 8 1 1 1 1 1 1 1 1 7 5 1 2 44
























































表６ 「見ル」類の意味内容（ク語法有り）    
逢瀬 視認 眺望 総計
26 12 6 44  
 
表７ 「見ル」類の意味内容（ク語法無し）    
 
逢瀬 視認 眺望 総計









































































































































































































































































































































































































































































  表８ 助動詞「ム」が接続する例 
欲ル 思フ 知ル 見ル 忘ル 見ユ 総計
全体 30 18 9 6 2 1 66



























































   ８ まとめ 








































   １ はじめに 
 




       
  b.櫪 馬 悲 羌 吹  城 鳥 啼 塞 寒 






















































































  表１ 名詞句内述部の主要部述語品詞 
  
動詞 形容詞 助動詞 総計
ク 語 法 440 82 9 531









  表２ 名詞句＋「ニ」 
  
動詞 形容詞 助動詞 総計
ク 語 法 145 23 9 177
ナ ク ニ 129 17 9 155













































































  表３ 準体句形容詞＋「ニ」の主要部語彙 
  
繁シ 悲シ 恋シ 覚束無シ 苦シ 惹シ 端正シ 長シ 利シ 良シ 総計















































































































































































  （15）アツカルニ 神宮文庫本 細井本 京都大学本   



























































































































































































  表１ 前接活用語品詞      表２ 前接助動詞語彙 
  
動詞 形容詞 助動詞 総計
124 62 345 531    
ズ ム キ リ ケリ ケム ツ ヌ ス 総計









































  （２） １、特殊仮名遣いの違例・・・４例    
      ２、稀字母の数・・・１９例 
      ３、清濁の違例・・・３例 




















































































































































     キ・ケ・・・過去から現在にまで動作・作用が続いている。ケリに近い。 






     ①超時的事態（状態）を、初めて気づいたこと、改めて痛感したこととして述
べる。 
     ②恒常的事態を、初めて気づいたこと、改めて痛感したこととして述べる。 
     ③過去に起こって結果の残っている動作・作用を、初めて気づいたこととして
述べる。 
     ④過去に起こった動作・作用を、初めて気づいたこととして述べる。 
     ⑤過去または現在の事態の原因・理由に気づいて、事態の必然性に初めて納得
したことを表す。 


































































































































































































































































  （１）第１章 ク語法が目的格に位置する場合の主文述語との関係。 
     第２章 ク語法が願望表現「欲ル」「欲シ」の対象になる場合の意味。 
     第３章 助詞「ニ」が後接するときのク語法と準体句の相違。 
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平成 30 年度筑紫日本語研究会 2018 年 8 月於九重 
 
第４章助動詞「ケリ」のク語法について 
第 255 回筑紫日本語研究会 2014 年 6 月於九州大学 
 
本論文を執筆するにあたって多くの方のご助力を賜った。慎んで謝辞を述べたい。現京都
大学准教授の佐野宏先生には福岡大学在任時の頃から稿者の指導教授として多くの学恩を
賜った。先生の講義は学部の頃より極めて難解で同輩の間でも苦労した思い出として語ら
れることが多い。しかし、同時に学問の深淵と楽しさを教わったのも先生の講義からであ
る。先生がいなければ稿者が研究の道に進むことはなかったし、本論文が執筆されること
もなかった。先生の学徳には全く遠く及ばないが、今後も人生の目標としていきたい。福
岡大学人文学部教授の山縣浩先生には学部の頃よりお世話になってきた。先生の緻密で丹
念な研究手法からは多くのことを学んだ。その学んだことがどれだけ本論文の中で活かし
きれているか甚だ心もとないが、本論文が少しでもよいものとして整っているのならそれ
は先生のおかげである。また、研究以外にも常に気遣っていただき稿者が研究を進める上
で大きな支えとなった。同じく、福岡大学人文学部教授の江口正先生と福岡大学人文学部
准教授の衣畑智秀先生にもたいへんお世話になった。お二人には厳しくも暖かいコメント
をいただき、それによって本研究が受けた示唆はたいへん大きい。 
99 
 
また、現弘前大学講師の川瀬卓さんには頻繁に勉強会に呼んでいただいたり、研究の手
法を教えていただいたり、よき先輩として多くのご助力をいただいた。その他にも、福岡
大学の他の先生方、院生の皆さんにも分野の枠を越えて多くの意見をいただいた。加えて、
筑紫日本語研究会の方々にも拙い発表を清聴していただきコメントをいただいたことは稿
者にとってたいへん貴重な経験であった。 
そして、本研究が家族からの支援によってなされた部分も大きかった。本論文の執筆を
以て我が母の恩幸に報いたい。 
こうして振り返ると、本研究が決して稿者一人の力でなったわけではないことを大いに
痛感させられる。改めて、全ての方に深く感謝を申し上げる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
